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駿河トラフ中軸部の地質

一「しんかい2000」による潜航調査報告－

北里 洋゛I

駿河トラフ中軸銘の地質を明らかにすることを目的として，｢しんかい200O｣に

よる潜航襴査を行なった。潜航地点は北緯34° 43. 651，東鰹138゛ 35.201 の駿

河トラフ峡谷部である。トラフ底の水源は1940mであった。調査結果はつぎのよう

にまとめられる。

{13駿河トラフ，伊豆側斜面には火山岩溶岩及ぴ火山角礫岩が分布する。

{21トラフ底には砂・鶻が堆積している。磯は集まって高まりをなしており，その

間に粘土と烝色観粒砂が互層状に堆積している。黒色柤粒砂によってリプルマーク

が形成されている。粘土の堆積年代は8,5万年以降である。粗粒砂は堆積岩と破性

安山岩起源の粒子から構成され，その５分の４を堆積岩粒子が占める。

（3）祖粒堆積物には内生底生有孔虫が生息する。

CI)静岡側斜面には破砕された泥岩が露出する。破砕面はゆるく西に傾斜している。

また，トラフ軸に直交する節理系がある。泥岩の年代は鮮新世である。

12X上のことと，いままでの観察結果をあわせると，駿河トラフの両側に分布する

地質と地質構造が全く興な・ていることが明らかである。伊豆側斜面には火山岩を

主体とした地層が分布し，展張的な榻造規制を受けている。それに対して静岡刪斜

面には泥岩が分布し，圧縮的な応力場にある。この対立はフィリピッ海プレートに

所属する伊豆側が大きくたわみながらユーラシアプレートに所嘴する静岡側の下に

沈み込んでいるというプレートテクトニクスの解釈と一致する。

Geology  of the Axial Part of the Suruga Trough

-Diving  Sumy  Reports of die Submersible "SHlNKAl  2000",Dive No.309-

Hiroshi KITA2AT082

A  diving sutvey using  the submersible  "SHINKAI  2000"  was  earned out

at the axial part of  the Suruga  Trough  for making  dear  rlie geological feature

of  this area (Lat. 34° 43.65'N.Long.  138 ° 35/20' E: depth  1,040m)

The  results of the survey are summarized  as follows:

(J)  Volcanic  rocks  have  cropped  out  on  the jzu (eastern) side slope of  the

Suiug£ Tiough

(2)  The  trough  floor  is coveied  with  day,  coarse .giainctl sand,  and gravel.

Thin  alternations of  clay and coarse-grained sand were  deposited beiween

small  gravel mounds.  Ripple  marks  are formed  on  Hie surfacc of  the

clayey  deposits  The  geologic age of  the elay is S.Ska  oi a little younger

according  to  nannotossil  biochronology  The  coarse  sand  giains ai≪

＊｜　静 岡 人学 理 学 部 地 球 科 学 教 麗

●1　　Institute of Geoscicnces,  Shizuoka Ｕｎｉｖｅrsily

89



composed  of  sedimentary  and  volcanic  rock.  Most  of  these grains may

have  been  derived from  the Neogene  strata exposed  along the Fuji River.

(3) A  few  infaunal,  vagiie benthic  foraminifern  arc found  in the  coarse-

grained  sediments  of  the trough  floor,

(4) Sheared  mudstone  was  distributed on  the Shizuoka  (western)  side slope

of  the Suruga  Trough,  The  sheared  plains are inclined toward  the west.

Joint  systems  perpendicular  to  the  trough  axis are developed  in  the

mudstone.  Joints cut shear plains. The  depositioital age of the mudstone

is the Pliocene.

Combining  these results with  other  available information,  it is clear that

the  geology  on  the  Shiruoka  and  the  Izu  side slopes facing  to  the Suruga

Trough  is completely  different from  each  other. The  Izu side slope consists of

volcanic  rocks. They  are controlled under  the tenuonal  stress field.

In  contrast, the Shizuoka  side slope is composed  of  sheared mudstone,

and  is affected by  the compressional  stress field. These  contrasting  geological

features coincide well with  the Plate Tectonic  model  that the tzu block  of  the

Philippine  Sea  Plate is subducting  beneath  the Sluzuoka  block  of  the Eurasia

Plate,

1. は じ め に

駿河トラフはフィリピン海プ レートか西南日本

に沈み込むプ レート境界である南海ト ラフと，そ

の境界が丹沢・伊豆の衝突によって陸上に露出し

ている南部フォッサマグナ地域との中間に位置し，

衝突と沈み込みとが同時に起こっているプレート

境界として注目されている。また，予想される東

海地震の震源域と考えられており，駿河トラフ埴

におけるフィリピン海プレートの衝突・沈み込み

の実態と進行状況，及びその歴史を解明すること

は，学術的に重要であるとと もに防災上の急務で

もある。このような認織の上にたって. DELP

計画，鼈震予知計画などでは本地域の集中的な観

測・調査を実施している。静岡大学ではこれらの

計画に参加するとともに，「しんかい2000」を利

用して駿河トラフ中軸部における地球科学調査を

行なって きた（大塚・新妻，1985 ； 里村ほか，

）987）。 今回 の潜航（Dj ｖe　309) は静岡 大学

としては駿河トラフ軸部における３回口の潜航に

なるc

本潜航の目的は，｛l｝駿河ト ラフ軸部に露出する

卯

岩石及び地質の調査，(2)トラフ軸部における堆積

作用の調査. (3)駿河トラフ，静岡側斜面の構造変

形の調査，14附 加体からの間隙水の絞り出し状況

の観察，15}トラフ軸部における重力の潜航測定を

おこなった上で，駿河トラフ軸部の地質や構造変

形を総合的に明らかにすることである。実際の摺

航調査では駿河トラフ軸部の地形・地質の観察を

主体として行なった。当初，トラフ底における涵

力耐定を予定していたか，調査地点の底届流が強

く，潜水艇を安定して停船させることができなかっ

たために中止した。また潜航後，トラフ底及び辭

岡側斜面において採取した試料の微古生物学的蒭

び堆秘学的検討をおこなった。

2. 潜航の概要

潜鮪１１査は1鴒8年11月７日におこなウた。潜航

地点 は北緯34 度43.65 分 ，東 経138 度35.20 分剖

近で，水深1940m の駿河トラフ峡谷祁である。

（図 １）｡潜航 の経 過はＳＴＤの水深変化図とし

て図２に，ルートマップとして図３に示した。潜

航ルーＨ まＳＴＤの記録と潜航中に得られたソー
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闊｜　潜航地点

Fig. I　Map showing lhe location 0f Diｖe 309.
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ナーの記録とを参考にして５万分の１海底地形図

（第6362号 ）にプロフトした。

潜航は次のようにおこなった。最初，伊豆側斜

面1880m 地点に盾底し，露頭観察をしたのち，ト

ラフ底に移動して重力測定を試みた。しかし，ト

ラフ釉に沿って北から南に向 かう0.6 －0.9kt の

強い底層流があり，重力測定は断念した。その地

点において小型電動グラブサンプ ラーを用いてト

ラフ底の試料を採取し，ベンチマーク２個を採泥

地点をはさむように置いた。ベンチマークは里村

ほか(1987) と同じ仕様のものを作成したが，首

の部分を5ca 長くして加clとした点 が異なる。べ

ｙチマーク設置時の潜水艇の船首方位は049度で

あった。ベンチマークは赤いテープを巻いたほう

を右側に，巻いていないものを左側におのおの50

cl離して船首方位と直角に設置した。その後，ト

ラフ底にそって地形と堆積状況を観察しながら西

にむかい，静岡鉚剌面に19漣してからは斜面に沿っ

て露頭観察を行なった。しかし強いr£層流のため

に潜水艇の操船が困難であり。予定よりはやく離

底した。したがって地層を観察したのは水深1930

m から1910m の問 のわずか20m ほどにすぎなかっ

た。なお，底層流に押されて潜水艇か塵に接触し
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閥２　潜航経過の概要。「しんかい2000,」の水深礎化で示す。

Ｆｊｇ.2　Sｕｍｍａｒy of l）iｖe 309. fりgljrｅ shows the depth

change of t he submersible ” SHINKAI 2000 ”

ｗilh i i im>.
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た際に崖錐堵額物がサンプルバスケットに入った。

今回 の潜航中 。終始，北から南へ向かう強い底

巵流が観測された。このような強い底層流はDive

86（1984年２月14日）でも観測されている（大塚・

新妻 ，1985）が, Dive 241 （1986 年８月28 日 ）

ではたかだか0.4kt の流れがあったにすぎない

（里村ほか，1987）。いずれもトラフ峡谷状に狭

くなったところに潜航しており（図 １），地形に

左右された流速の違いとはいえない。むしろ梅洋

潮汐にともなった流れの強弱と考えたい。すなわ

ち，速い底 層流 が観測されたDive 86 と309 はと

もに満月の前後の潮位建が大きい時の潜航であっ

たのに対し ，強い流れのなかったDive 241 では

潮位差の小さい半月の次の日の潜航であったから

である。これらの例だけで結論を導くことはで き

ないものの，駿河トラフ峡谷部への潜航は月齢15

日前後の潮位差の少ない時期を選んだほうがよさ

そうである。

3. 潜航調査結果（目視観察の結果）

伊豆側斜ｉ ；駿河トラフ，伊豆側の斜面には火

山岩溶岩(1388m 地点 ）及び火山角礫岩(1939m

地点）が露出していた。火山岩溶岩lまPooling joint



図３ 「しんかい2000 」の航跡図

Fig. 3 Track of"  SHINKAI  2000 "

on bathymetric chart

図４　ト ラフ腰から静岡側斜面にかけてのルート

マップ

Pig. 4 Ro ｕte map  shows  the ｄistriｂution

of bottom  sediments  between

trough bottom  and  Shizuoka-side

trough wall.
が 発達 しており 【写真 】-1). 一部 の岩石に は

ガ スが抜けたような穴があいてい た。 火山 角礫岩

は数10cm 大の角礫が多く含まれ，弱 く成層している

ようにみえたが，走向 ・傾斜は測れなか った。斜面

の地形は1888m 地点では45 度以 上の傾斜で西にかた

むいてい たが. 1939m 地点では西側か高くなって い

た。 この ２地 点でしか伊豆側斜面の目視観察をおこ

なっていないため，斜面全休の地形は今回 の潜航で

はわからなかった。大塚・新妻(1385) によ れば ，

伊豆側斜面は展張的な構造規制を受 けており ，その

結果トラフに平行 な階段状 の地形か発達 し。斜面基

部にはホルスト・クラーベン状地形 かあ ると のこと

である。 今回 の潜航における1939m 地点の地形はホ

ルスト・グラーベンの一部を見ている可能性がある。

ト ラフ底：駿河トラフ中軸部の海底には 砂・ 礫

を中心 とした粗粒な堆積物か分布する（図 ４）。

礫は5cm から10cmの大 きさの亜角礫から亜円 礫で ，

トラ フ底で礫 は集 まって50 ㎝ぐらいの高まりをな

している。高 まり と高 まり との間の凹部には乳白

色の砂混 じり の粘土が分布 して いる。粘土層の上

に南北あるいは北東 －南 西の方向 の流れによって

形成された黒色粗 粒砂 のリプ ルマ ークが発達 する。

リプ ルマー クの高さは約5 ～10c●，うねとうねと

の間は約20～50cm である。砂 混じ りの粘土 は締っ

ており，半固 結状態である。電動グラブ サンプラ ー

に よる探泥をお こなった後に 見ら れる堆積 物断 面

で は一 枚の粘土 層の厚さは２ －３㎝し かな く，粘

土は黒 色粗 粒砂 と互層している。粘土・黒 色粗 粒

砂が堆 積してい る場 所でありても ，リプ ルマ ーク

が発達 せず ，南北方向に 伸びる線状構造が みら れ

る場合があ るo 静岡側斜 面に 沿ったト ラフ底に は

斜面から崩落して きた泥 岩の角礫 が散在する。ト

ラフ底堆積物の構造変形 は認め られな かった。

大塚 ・新妻(1985) は粘土層 の上に 礫か残留堆

積 物と して 重なっていると述 べて いるが，今回 の

調 査で は粘 上と 礫の層位関 係について はわからな

かった。 また ，本潜航よ り数100m 北 側に 潜航 し

たDi ｖe 241ではト ラフ底 に南 北に 伸びる 礫質 堆
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積物の赤変帯を認め ，ま た静岡 側斜面に沿って10

m ぐらいの幅で 深さ 数ｍ の窪 みかあることを発 見

し た（ 里村 ほか. 1987) か，いずれ も今回 の潜航

で は確認で きな かった。

静岡 側斜面：静岡 側斜 面は弱く層理がみられ る

塊状の泥岩 から構成さ れている。1920m 付近にお

け る泥 岩の走向 ・傾斜はN30 °W 20 °SW で あ る。

また1913m 地点 には２０ｃ１１の厚さの灰白凝灰岩が挟

まって おり ，走向 ・傾斜はNS 20 °Ｗであ る。 泥

岩 の露頭は 破砕 され。角礫状 を呈している（写良

1  -  2 >。 破砕面は 推定 され る層理面 とほぼ並 行

してい る。 また， 破砕面を切って垂直 方向に節理

がみら れる。節理 の走向 はほぼ東西で ，およそ1

ｍお きにあ る。 これらの破砕面と節理 面とによ っ

て露頭 は数ｍ単 位で ブロック化し ，凹凸がで きて

い る。こ れによ って 緩斜 面と急斜 面と がで き，緩

斜面に は砂 混じ りの泥が堆積してい る。そ の堆 積

面 の上に は黒色粗粒砂のりプ ルマ ークが形 成さ れ

ている。 また1910m から1915m にかけて崖錐堆 積

物が分 布する。

4｡ 探取賦料の紀載
本潜航で はト ラフ底と静岡側斜 面の計２ケ所 か

ら試料 を探取した。

(１）ト ラフ底：りプルマー クの発達 する黒色粗粒砂

と帖土 とを 小型電動 グラ ブサ ンプ ラーを用 いて 採

取 した。砂 はcoarse-～very coarse sand で 淘汰 は

極 めて よい。 砂は砂岩，泥岩など の堆 積岩 起源の

粒子 と，安山 岩，玄武岩など の火山岩 起源 の粒子

か ら構 成されて おり ，そ のうち ５分の４を 堆積岩

起源 の粒子か占める。安山岩 は変 質を受 けた酸性

安山岩 である。第四 紀火山起源 の粒子 がわずかに

ふ くまれて いる。粘土の堆積年代 は，石灰質ナン

ノ化石に よ ると｡Emiliania huxleyi が豊 産す る

CN 15 の上部 ， すな わち8.5 万 年 より 最 近の も

のであ る( これ以 下で述べる ナンノ化石のデータ

も含め岡田 尚武氏の1987 年12 月18 日 付の私信によ

る)。 粘土及び 粗粒砂か ら非常に わずかな から底

生 有孔虫 が産出 する( 表1  . Nd50) 。底生 有孔虫

群 集は ほ とん どす べて が2000m ぐら いの深 さに

ふつ うに生 息している種類か ら構 成されて いる。

このうちTrochamminａ sp., Bulｉmina striata,

Nonionellin ａ labradorica,  Sphaerodinａ bulloides.

Fissurina  sp-. Bolivina bradyi,Cassidulina  sp.

は生きているものかいる。この試科 から 有孔 虫以

外 の微化石として，松科の花粉粒 と有殼 アメーバ

類 の殼 が産 する｡ 有殻ア メーバー類はＣentropyxis.

Difflugiａなどの淡水域に生 息す る種 類（ 鈴木，

ISI ）がほとんどであり。おそらく 洪水 など の際

に 砂 礫とと もに一気にト ラフ庭に持ち 込まれて

きたものと考えられる。

(2)静岡側創面の崖錐堆積物 ：潜 水艇が静岡 側斜

面. 1911m の深さ のところで斜 面に 接触 した際。

サンプルバ スケットに崖錐堆積 物が入った。崖錐

堆 植物は角礫が点在する淘汰の悪い 砂質 シルトで

あ る。 潜水艇が浮上する過 程で 基質 の砂質 シ ルト

の大半は洗い流され，手に した試料 は硬い円 礫と

やや硬い角礫そして軟らかい砂質 シルトであ った。

( 写真２ －1 ）。硬い礫 は ２㎝ 大で，よ く円 磨さ

れた黒色買岩 ，砂岩 ，玄武 岩。石英脈である。や

や硬い角礫は2 から ７㎝大 の塊 状泥岩と砂岩 泥岩

互層である｡ 泥岩には生痕及 びMakiyam ａｃhitａnii

を含む礫（1 ），sｈｅａr jointが発達し た礫 （恥

６），白色 細粒 火山 灰 が スポッ ト状 に 入っ た礫

（地２）な どいろいろ ある（写 真 ２－２）。 そ

のうち３ヶの泥岩Oh..  1.  2.  3,  ) からは保

存は 悪い もの のCN 11 ～12 を指 示す る石灰 質 ナ

ンノ化石を産 する。す なわち泥 岩の堆積年代は鮮

新世である。また ，泥 岩か ら1000 から2000m の古

水深を示す底生有孔虫 化石 を産出 した( 表1  . No

1 ． ２， ３）， 浮遊性 有孔虫化石 も産す るか，年

代決定に役立つ種 は含まれていない。著 しく破砕

された泥岩(Na6 ）から も有孔虫化石を産 したが，

つぶれており同定 には堪え ない。これら の泥岩角

髪は静岡側斜 面の露頭 から落ちてき たものと思わ

れる。

軟らかい砂質泥は固結 してお らず 。おそら く崖

錐堆 積物 の基質で ある。 ナ ンノ化 石年代はCN15

であり｡27 万 年以 降の堆積物である。砂質泥には

植物片を多く 含み，有 孔虫などの微化石は含 まな

い。

5｡ 考察とまとめ
潜航の際の目 視観察 の結 果と 採取した試料 の検

討結果は次のよう にまとめ られる。

(１｝伊豆側斜 面に は火山 岩溶岩及び火山 角礫 岩が
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Fig. 5 Schematic  geologic cross section alone East-West

transect at the axta) zone of  Suruga Trough.

露出 する

(2) ト ラフ 底 に は 砂 ・ 礫 が堆 積 し て い る　 礫 は 集

ま っ て 高 ま り を つ く っ てお り ， そ の 間 に 粘 土と

黒 色 用 粒 砂 が 互層 状 に 堆積 し て い る　 黒 色 粗 粒

砂に よ っ て リ プ ル マ ー クが 形 成 さ れ てい る　 粘

土は85 万 年以 降 の 堆 積 物 で あ る　 粗 粒 砂 は 堆

積 岩 と 火山 岩 起 源 の 粒 子か ら 構 成 さ れ て い る

粘 土と粗粒 砂に 含ま れ る 有殻 ア メー バ類 の 殼 は ．

これ ら の 堆 積物 が 基本 的に は 河 川 に 由 来 する も

の で 洪 水に よ っ て海 底 扇 状 地 に も たら され た

の ち 重 力流 積 積 作 用 によ っ て 急 激 に 卜 ラフ 底

に 供 給 さ れ た こ とを 示俊 し て い る

(3) ト ラ フ底 の 粗粒 堆積 物 底 に は 非 常 に わ ず か な

量 で は.見る か 内 生底 生 有 孔虫 が 生息 す る　 そ

の種 類 は 水深2000m 付 近に 普通 に 生 息 し て い る

もの であ る

４ 今回 の 調 査 では ト ラ フ底 から の湧 水及 び堆 積

物 の 赤 変 を 確 認 で きな か っ た

5)静 岡 側 斜 面 に は 破 砕 され た泥 岩が 露 出 す る

破 砕 面 は ゆる く西 に か た む い てお り ． フ ィリ

ピ ン海 プ レ ー ト の 東 か ら 西 へ の 沈 み 込 み と 対 応

し てい る 破 砕 され て 角礫 化 し た泥 岩 の 産 状は

ＫＡlＫO 計 画 で 観 察 さ れ た 海 溝 陸 側斜 面 の 破

断 の 状 態 ｛ 海 溝 Ⅱ研究 グ ル－ プ.1987) と よ

く似 て い る　 た だ し
、
い わ ゆ るtoe breccia と

は 異な る　 駿 河 卜 ラ フ 静 岡 側斜 面 で は 破 砕面 の

ほ か に 卜 ラ フ 軸に ほぼ直 交 する 節 理 が 規 則的 に

発達 し て い る　 卜 ラフ 軸に 直 交 する 節 理 系は 伊

豆側斜 面 に も あり( 大 塚 ・ 新 妻.1985 ）･， その

解 釈 は フ ィリ ピ ン海 プ レ ー ト の 運 動 の歴 史 を 考

え る 上で 重要 であ る

(61静 岡 側 斜 面 に 露 出 す る泥 岩の 堆 積 年 代 は　 崖

錐堆 積物 中 の,泥岩 角礫 か ら 推 定 する と　 鮮 新 世

であ る　 駿 河 湾 の周 辺 に 分 布 す る地 層 では 掛 川

層群 下部 堀 ノ内 層 ・Ｈonda.  1981 のデ ー タを

利用 ｉ に 対比 で き る　 だだ し
、
堀 ノ内 層は200

600m の 深 さに 堆 積 し た地 層 であ る のに 対し て

駿 河 ト ラ フの静 岡 側 斜面 に 露出 す る泥 岩は1000

2000m の深 さに 堆 積 し てい る点で 異 な る

以 上の こ と と ． 大塚 ・ 新 妻 ・1985　 里 村 ほ か

1987　 の観 察 結 果 をあ わ せ て 駿 河 ト ラ フ中 軸 部

を 横 断 す る 模 式的 な 地 質 断 面 を描 く と図5 の よう

に な る. 図 は 卜 ラ フ底 を 挟 ん で伊 豆 側 と静 岡 側 と

に 露出 す る 地 質 と地 質 構 造 が 全 く 異 な っ て い る こ

と を 示 し て い る　 伊 豆側 斜面 に は 火山岩 を 主体 と

し た地 層 が 分 布 し . 展 張 的 な 構造 規制 を受 け て い
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・ １　壗i･lトラフより採集した試料に含まれる暖生有孔虫個体数表

試料擂号|｡2.3 は静繝剩創面の崖笵堆積物中の眤岩角礫。試料番号匐はトラフ底の堆積勧。

衣中のイタリック数字は生体個体数を示す。

Table l　Occurrences 01 benthic Ioramioiferac{}11ecaal fr ｕm lhe Suruga Tfo
曜h.

Nos. 1｡2,3 samples wer ｅ colkcted lrｌｍ the (alius which was

distributed ill lhe Shizuoka-side ｓ】lope. Na50 was collected from

lhe trough bolloni 、 Italic numerals be ｓide numbers indicate t ｈｅ ｎｕｍｂｅｒ

QI　living specimens.

JAMSTECTR ＤＥＥＰＳＥＡ ＲＥＳＥＡＲＣＨ （1988 ）
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る。それに対して静岡側斜面には泥岩及び礫岩か

分布し，下位の泥岩は圧縮的な応力場にある。こ

の駿河トラフを挾む地貿及び地質構造の対立的分

布は，フィリピン海プレートに所属する伊豆側ブ

ロックが大きくたわみなからユーラシアプレート

に所属する節岡側ブロックの下に沈み込んでいる

というプレートテクトニクスの解釈と一致する。

今回の潜航では駿河トラフの伊豆側と静岡側の

両方の斜面を観察し，トラフを狭んだ両側の地質

の違いを確認した。また，採取した試料に蕃づき

トラフ底及び静岡側斜面の堆積物，地層の地質年

代と堆積環境を推定した。しかし，底層流か強かっ

たために調査か充分に出来ず，多くの問題点が解

決されないままに残った。今後，駿河 訃ラフ中軸

部の系統的かっ継続的な潜航調査をすることによっ

て，プレート沈み込みの実態を明らかにすること

ができると懋われる。
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写真1　伊豆川斜面に露出する火山溶岩石。，Gc:::I,! jclntがある｡
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写真1-2　静岡側斜面に露出する破砕された泥岩I％･;･Iパ　2　811C,II',･li :!i.H  is:,;:|,･ふ.S::･;hlll､･;i :111 で1,･Ｓ?11Z,|;･!,.:･|ふ･ ，.:,11111.
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IfX)

町 真2　11 μ･咀!1111111か ら 採 １ し たfijlllj剽1'i物 心 Ｃ ： 峺 い 川 礫 。 巾 火 ： 泥 １･の 角 礫 。

左側に軟らかい砂質シルト。スヶ－ルは5cm。

Phol｡｡2 － I　T;jllu ｓ cljlk･(･Ic,|｢ ｎ,;11 1ht･ S11; ｚ11,･k;l･ｓldc sl･,pc.R 咄hl : ，s℃11･

1'nllrl{led hilrd gllinIcI . Ｃｅｎｌｃ･r : silisiunc br ｃｃｃＩ;|｡ |.efl :ｓoll

ｓillldｖ ｓ111 . Sc;11(･bilr　5c･｡

写真2-2　崖離推積物中の泥岩角　写真の中の数字は試料番号を示し、本文中の試料についての記1･匸りい't冫.j,汕4j，吸ぴ第１λの,ぶ1誤りIU､t吃;する.ごぐJ一一ルは5 cm.,

shll､,･lhl･ sallll 亠 ヽ| 】|lmlχ･1･ｓ.NII Ⅲ111･I･ｓ c･,|Ilijl l｡ s11111pll･

IIIslllhl･1･s in ･lilllll･ 1.S,･;II,･ 11;11･　51･m.
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